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西側の特管相当廃棄物 33万ｍ３の算定根拠について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県 県境不法投棄対策チーム 
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：高密度電気探査（青森県）

：弾性波探査（青森県） 

：ボーリング調査（青森県） 

H13年以前に実施 

：廃棄物汚染分析位置 
：廃棄物汚染分析位置（表層）

：ボーリング調査（青森県） 

H14年に実施 

汚泥 F 

ＲＤＦ 
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高密度電気探査とボーリング調査との対比高密度電気探査とボーリング調査との対比
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廃棄物・地質断面図

高密度電気探査解析断面図
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※調査時点の分析結果を図示

：ボーリング調査（青森県）

：ボーリング調査（青森県）
H13年以前に実施

：ボーリング調査（岩手県）
：判定基準値以下

H14年に実施

：判定基準値超過を含む
（判定基準値超過の物質を記載）

　事業場の廃棄物汚染分析結果　事業場の廃棄物汚染分析結果

鉛

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

岩手県青森県

※岩手県側の物質は代表的な
検体サンプリング分析による

※その他は調査時の分析結果
を図示
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表－１   事業場の廃棄物汚染分析結果一覧表 
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図－２  判定基準値を超過した廃棄物分布の考え方 

Ａ断面 

廃棄物層 

ｅ） 判定基準値超過地点（■）
と地盤との中間地点を判定基
準値超過廃棄物の下限深度と
仮定した。 

ｄ） コアで分析されておら
ず、分析地点の廃棄物と層序が
異なる廃棄物層で、地表部に分
布する廃棄物は VOCが揮発し
ていることを想定し、判定基準
値以下と推定した。 

地 盤 

廃棄物層 

地 盤 
ｃ） 判定基準値超過地点（■）
と判定基準値以下の地点（□）
とのとの中間地点を判定基準
値超過廃棄物の下限深度と仮
定した。 

下記説明断面図・柱状図の位置図 

※ 斜線部が判定基準値を超過した廃棄物が連続すると推定される範囲を示す。 

ｂ） 廃棄物の分布範囲は高密
度電気探査やボーリング調査
から、廃棄物が層状に埋積され
ていることも考慮し推定して
いる。 

ａ） 表層部の盛土（覆土）は
対象外とした。 
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図－３（１）  A 測線～D 測線 判定基準超過廃棄物分布断面図（斜線部：判定基準値を超過する推定廃棄物層） 

ア－10 孔  
（深度 2.8～3.0m） 
・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 
・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

ア－10 孔  
（深度 5.7～6.0m） 
・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

ア－11 孔  
（深度 2.6～3.0m） 
・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

ア－11 孔  
（深度 7.5～8.0m） 
・ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

ア－3 孔  
（深度 2.4～2.5m） 
・ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
・ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 
・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 

ア－3 孔  
（深度 6.2～6.3m） 
・ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 

ア－4 孔  
（深度 2.0～4.8m） 
・ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 

ア－12 孔  
（深度 1.65～2.0m） 
・ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類  
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図－３（２）  E 測線～I 測線 判定基準超過廃棄物分布断面図（斜線部：判定基準値を超過する推定廃棄物層）

ア－14 孔  
（深度 7.6～8.1m） 
・ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
・ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
・ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 
・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 
・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
・ベンゼン  

ア－3 孔  
（深度 2.4～2.5m） 
・ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
・ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 
・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 

ア－3 孔  
（深度 6.2～6.3m） 
・ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 

ア－10 孔  
（深度 2.8～3.0m） 
・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 
・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

ア－10 孔  
（深度 5.7～6.0m） 
・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

ア－14 孔  
（深度 10.6～11.5m） 
・ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
・ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
・ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 
・ベンゼン  

ア－11 孔  
（深度 2.6～3.0m） 
・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

ア－11 孔  
（深度 7.5～8.0m） 
・ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

ア－4 孔  
（深度 2.0～4.8m） 
・ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 

ア－12 孔  
（深度 1.65～2.0m） 
・ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類  



表－２　　不法投棄廃棄物中の判定基準値超過産業廃棄物の推定量一覧表

断　　面 区間距離 備　　考

断面積 平均断面積 量

(m) （㎡) （㎡） （ｍ
３
）

北端 0

A 120 1,393 697 83,640

B 80 1,540 1,467 117,360

C 85 0 770 65,450

南端 35 0 0 0

計 266,450

東端 0

E 40 0 0 0

F 70 1,006 503 35,210

G 65 1,110 1,058 68,770

H 70 1,535 1,323 92,610

I 70 54 795 55,650

西端 70 0 27 0

計 252,240

廃棄物の推定量

一時仮置場 中間処理場 上記合計

33,000 + 33,000 + 260,000 = 326,000 m
3

廃棄物

合計 (266,450+252,240)/2=259,345≒260,000




